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(別紙様式) （Ａ３判横）

平 成 ２９ 年 度 学 校 評 価 総 括 表 （ 徳島県立徳島科学技術高等学校 ）
科学技術の高度化・複合化，社会の変化や産業界の要望に対応した専門教育を展開 Ａ 十分達成できた C 変化の兆しがあった

基本方針 する。 達成度
Ｂ 概ね達成できた D 達成が不十分であった

① 礼儀，責任，技術の調和のとれた教育を推進し，心豊かで創造力に富み，自主的
自立的に行動できる人間を育成する。 テーマ

基本目標 倫理観の高揚に努め，豊かな人間性を育むとともに，意欲的に学び，社会の変化に主体的に
② 基本的人権を尊重し，自他を大切にし，地域社会や国際社会に貢献できる人間を 対応する力を養う教育を推進する。

育成する。

③ 技術革新や社会の要請に対応しうる，実践力を身につけた技術者を育成する。 本年度の具体的目標 ① 文武両道を実践し，何事にも自ら主体的に取り組む態度を養う。
［主体的に取り組む姿勢の育成］

① 進学希望者と就職希望者の両者を支援するハイブリッド型（複線型の進路体系） ② 次世代を担う技術者として必要な専門分野に関する基礎的・基本的な知識，技能，技術の
教育システムを生かし，生徒の個性を伸ばす教育を展開する。 習得及び定着を図り，地域社会や産業界に貢献できる人材を育成する。［専門教育の推進］

重点目標 ② SSH 事業の取組を通して，創造力・独創力を養い，人・地球にやさしいものづく ③ グローバルな視点をもって将来設計ができるよう，キャリア教育の推進に努める。
りを推進する。工業，水産・海洋関係の技術者や科学者として国際社会で活躍する ［キャリア教育の充実］
ことのできる人材を育成する。

③ 一定の成果指標を定めたマニフェストに基づき，具体的な取組を実践し，特色あ
る教育活動を実践する。

年度総合評価

重 点 課 題 SSH部 人権教育 学習指導 生徒指導 進路指導 教育相談 環境教育 防災教育 保健安全教育 特別活動 工業・水産 工業・水産 家庭・地域と
特別支援教育 教育 教育 の連携

（高大連携） （ｽｷﾙｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）
（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） （資格）

（コンテスト）

番 号 １，２ ３，４，５ ６，７，８ ９，10，11，12 13，14，15，16 17，18，19 20 21 22 23，24 25 26 27，28，29

総 合 評 価 A B B B B B B A B A B B A

学 校 自 己 評 価

年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）
年 度 目 標

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

１ ＳＳＨ部 ① 課題研究発表会等に ① 年度末にＳＳＨ研究発表会 ① 各コースごとに研究テーマ （評価指標による達成度） （達成度） ① 各コース１テーマ以上発 ① 英語の発表もできるよ
① ＳＳＨ事業 より，プレゼンテーショ を開催する。 を発表する。 ① ＳＳＨ研究発表会で口頭 A 表をすることで，ＳＳＨに うにしたい。

の取組を行う ン能力の育成を図り，主 発表を１１テーマ以上とす 発表６テーマ，ポスター発 関する意識付けができ，プ ② 参加人数を増加させる
ことにより， 体的に取り組む能力を養 る。 表１０テーマ発表した。 （所見） レゼンテーション能力の向 だけでなく，入賞数も増
理数系教育を う。 ② 各種コンテスト，発表会等に ② 各種コンテスト等に参加 ② 科学の甲子園等に参加し ①② 計画通りに 上にも繋がった。 やす。
通して，科学 （ＳＳＨ部・各類・コース） 積極的に参加する。 し，入賞以上をめざす。 た。また，実技競技１にお 実施できた。 AO 入試において，プレ ③ プレゼンテーション等
技術人材の育 いて奨励賞を受賞した。 ゼンテーションの選抜方法 に関する講習会を実施す
成を図る。 （活動計画の実施状況） により国立大学に合格した。 る。

① ２月２１日に実施。 ② 発表会へ積極的に参加
② 随時実施。 し，参加人数も増加した。

２ ② ＳＳＨの取組により， ① 魅力あるＳＳＨ事業を展開 ① 「ＳＳＨの各種事業に参加 （評価指標による達成度） （達成度） ① ＳＳＨや理数科目への ① アクティブラーニング
生徒の興味や関心を持た し，理科・数学への興味や関心 して，科学技術に興味・関心 ① １年生 ８０．６％ A 興味・関心が得られた。 等の授業改善を行う。
せる。 を向上させる。 が増した」７０％以上。 ２年生 ７６．７％ 課題研究等への意識付 １年生にも理解できる

（ＳＳＨ部・各類・コース） ３年生 ７２．６％ （所見） けができた。 ような発表を心がける。
（活動計画の実施状況） ① 目標値をほぼ ＳＳＨ課題研究におい
① ＳＳＨ研究発表会後にア 達成できた。 て教材等の成果をあげる

ンケート調査を行った。 必要がある。
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学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

３ 人権教育 ① 人権尊重の精神の涵 ① 本校の人権教育年間指導計画 ① 各課・教科それぞれが計画 （評価指標による達成度） （達成度） ① 各課・各教科の協力も ① あらゆる教育活動の中
① 学校生活の 養が図られるよう，学 における各課・教科の人権教 通り行事等を実施できてい ① ９０％以上達成。 B あり，人権教育の視点か で人権教育の視点が意識

あらゆる場面 校の教育活動全体の中 育努力目標の作成。 る。（９０％以上） ② ９課題の学習を実施。 ら様々な活動ができた。 できるよう努めていきた
で，人権教育 で，人権教育を推進す ② 人権学習（ホームルーム活動 ② 個別人権課題の学習。 ③ 校内外の研修を７回実施。（所見） ② あらゆる個別人権課題 い。
を展開する。 る。 ・かぎまる人権 day）等におい （１０課題以上） （活動計画の実施状況） ①②③ともほぼ を学習することで，人権 ② 来年度も継続し，生徒

（進路部・人権教育課） て個別人権課題について学習す ① ほぼ計画通り実施できた。計画通り実施でき 意識の向上につながった。 ・教職員の人権意識向上
る。 ② ホームルーム活動やかぎ た。 ③ 各種研究大会へ積極的 に努めたい。

③ 指導内容・方法の工夫・改善 ③ 研究授業と HR活動（人権） まる人権 day において幅広 に参加できた。 ③ 各種研究大会に参加す
を図るため，研修機会や校内研 事前研修，地域研修，校外研 い学習ができた。 るだけでなく，報告書を
修の充実に取り組む。 修（各種研究大会）の実施。 ③ 延べ２４名が各種研究大 作成し，参加していない

（年７回以上） 会に参加した。 教職員にも伝達できるよ
うにしたい。

４ ② 内容を精選 ② 安心して楽しく学べ ① 教職員一人一人が豊かな人権 ① H ３１年度の市人権に向け （評価指標による達成度） （達成度） ① 研究授業・研究協議をと ① 研究協議では，先生
し，充実した る学習環境の整備に努 意識を身につけ，人権感覚を磨 学年全体が参加できる研究授 ① H31 市人権に向けて，学 A おし，各学年団の教職員が 方が発言の機会を確保
人権学習を展 め，豊かな人間性を育 くための研修の充実。 業・研究協議を実施するとと 校全体での研究授業・研究 人権問題に深い理解と認 できるよう，各学年で
開する。 成し，学んだことを行 もに，研究授業実施者に指導 協議を 12/14に実施した。 （所見） 識を持つことができた。 年齢混合の８人程度の

動に結びつけることの 案検討会を実施する。 ② 年２３回実施。 ① 各学年団全員 ② 研究授業担当者が，市 グループで協議するよ
できるスキルを養う。 ② 校外行事等（地域やあいぽー ② 職員会議や職員朝会等で， ③ 計２回実施。 参加の研究授業 人研に参加することで研 うにしたい。
（進路部・人権教育課） と徳島が主催する行事）の案内。 各種行事の案内を適宜行う。 （活動計画の実施状況） ・研究協議を実 究授業に向け人権感覚を ② 各種行事の案内を継続

（年３０回以上） ① 県教委 澤田班長より指導 施できた。 磨くことができた。 し，人権啓発に努めたい。
③ 人権意識調査，インターネッ ③ 生徒の人権意識の変容をア いただいた。 ② 校外の行事を ③ 年度当初の実施につい ③ 市人研の開催を見据え

ト意識調査の実施。 ンケート調査によって確かめ ② 学校に届いた校外行事は， 案内できた。 ては，特に 1 年生の実態 てアンケート内容につい
る。 すべて職員に案内した。 ③ 人権意識調査 を知ることができ，HR て検討したい。

③ ４月と１月に実施した。 アンケートを年 活動の計画に反映するこ
２回実施でき とができた。
た。

５ ③ 相手やまわり ③ 生徒一人一人に居場所 ① 人権集会（全体学習）を実施 ① 人権学年集会，人権全校集 （評価指標による達成度） （達成度） ① ３学年集会では，「就職 ① 来年度は外部講師を招
の気持ちを理解 があり，安心して過ごせ し，よりよい人権感覚を養う。 会等を行う。 ① 人権学年集会を４回実施 B 差別」，「結婚差別」，「児 いての学習を積極的に取
し，他人を傷つ る場所であると実感でき （年１回以上） した。 童虐待（子どもの人権）」 り入れたい。
けない精神を養 るクラスや学校全体の雰 ② 中高生による人権交流集会に ② 中高生の交流集会や校外研 ② 中・高生による人権交流 （所見） について，生徒の人権意
う。 囲気づくりを行う。 参加しその内容を学校全体に伝 修での成果を，人権研究部員 集会の内容を科技高タイム ①②とも，計画 識の高揚に努めることが ② 人権問題研究部員が，

（進路部・人権教育課） え人権意識の高揚を図る。 が人権新聞を発行するなどし ズに掲載した。 通り実施できた。 できた。 中・高生による人権交流
て全校生徒に伝える。 （活動計画の実施状況） ② 人権学習の成果を科技 集会に積極的に参加する

① １学年集会で１回，３学 高タイムズに発表するこ などして，自主活動の活
年集会で３回の計４回全体 とによって，人権啓発活 性化を図りたい。
学習を実施した。 動に努めた。

② 人権問題研究部員が新聞
部の協力により人権学習の
成果を科技高タイムズに掲
載した。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

６ 学習指導 ① 基礎・基本の定着を ① 生徒の実態把握に努め，指 ① 学期末成績の平均点を昨 （評価指標による達成度） （達成度） ① アクティブラーニング ① 意識調査の結果からは
① 課題学習の 図り，それを活用した 導内容に創意工夫を生かした 年同時期と比較して，１％ １・２学期末の全教科平 B の手法を用いた授業を実 生徒の自己肯定感を増加

工夫や個別指 実践的な知識や技術を り，内容の重要性や生徒の実 アップをめざす。また，今 均と昨年同時期の全教科平 施し，興味関心の増加や させるような教員の姿勢
導を充実させ 身につけさせる。 態に応じて，アクティブラー 年度授業評価における理解 均と比較してそれぞれ０． （所見） 言語活動の充実，生徒を や言語活動を意識した授
ることにより， （教務部・教務課） ニングの手法を用いたりする 度，興味関心のポイント数 ３％，０．６％アップとな 授業に対する興 きちんと見据えた授業を 業が実施されていること
基礎・基本の などして生徒一人一人の能力 を０．１％アップをめざす。 りほぼ横ばいの成績となっ 味関心は増加した 実施しているため，意識 がわかる。
定着を図る。 を伸長する。また，必要に応 ている。 が，結果に結びつ 調査では，「自分の考え 興味関心だけではな
個別指導によ じて義務教育段階の学習機会も （活動計画の実施状況） かないところもあ を他の人に説明したり， く，知識の定着や，より
り，生徒間の 適宜設ける。 アクティブラーニングの った。 文章に書いたりしている 高度な内容にも挑戦する
差を是正して 手法を用いた授業を実施し と思う」，「先生は，あな ような取り組みも必要で
いく。また， ており，興味関心を増すよ たのよいところを認めて ある。
家庭学習等へ うに取り組めた。また，放 くれている」が昨年度に
の取組も促す。 課後遅くまで，個別指導を 比べて増加している。

行うなど，生徒一人一人の
能力の伸長に努めた。
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７ ② 授業や面談等を通じて ② 自主的に学習に取り組む態 ②－１ 今年度授業評価にお （評価指標による達成度） （達成度） ② 考査１週間前の休日か ② 授業だけではなく，授
具体的に「学びの指針」 度を育むため，生徒の学習の ける自己評価のポイント数 ②-1 授業評価における自己 B ら家庭学習に取り組むよ 業以外の取組を通して
を示し，学習意欲を喚起 進め方や現状課題を確認する を，昨年度の０．１％アッ 評価の「授業準備」が３． うに担任から働きかけた も，学習意欲を喚起し，
するとともに，学習習慣 活動を計画的に取り入れ，家 プをめざす。 ８と高く，「試験勉強」では （所見） り，授業等で学習の進め 授業に対する準備や家庭
の確立を図る。 庭においても学習の見通しを ②－２ 今年度意識調査にお ３．４と昨年度と同等であ 自己評価では昨 方等を示したりしたこと 学習に結びつけ，結果と
（教務部・教務課） 立てて予習したり復習したり ける家庭学習１時間以上のポ った。 年度とほぼ同様の により，１・２年の家庭 して学力の向上につなが

する習慣の確立を図る。 イント数を，昨年度の５％ア ②-2 意識調査では，「１時間 結果であったが， 学習時間は増加し，予習 る取組が必要である。
ップをめざす。 以上勉強している」が１年 意識調査では家庭 や復習の習慣が身につき

が６％，２年が１２％増加 学習の時間が増加 つつある。
し，３年は４％減っている。 しており，試験勉 意識調査から３年は自

（活動計画の実施状況） 強の努力が必要で 己肯定感が低いクラスも
考査１週間前の休日から家 あるという自覚が あることから学習意欲が

庭学習に取り組むように担任 伺える。 不足しているように考え
から働きかけた。 られる。

③ 将来を見据えた望まし ③ 類での専門教育や職業内容 ③ 今年度授業評価における （評価指標による達成度） （達成度） ③ 資格試験やコンクール ③ 資格試験では結果が残
い職業観を育成し，主体 の研究を通して，将来の就職 自己評価のポイント数を， 授業評価における自己評価 B 等に積極的に取り組むこ せるように授業等の改善
的に他者と協働して学習 等への具体的目標を持ち，そ 昨年度の０．３％アップを の「授業態度」では昨年度と とで，意識は高く持ち続 などに取り組む必要があ
する態度を育てる。 の達成のために自主的に学習 めざす。 同様に３．６と高かった。ま （所見） け，主体的に学習する姿 る。また，高い意識を持
（教務部・教務課） に取り組む態度を育む。 た，「記録，提出物」も３．７ 資格試験やコン 勢を育成できている。ま ち続けるためにも，大学

また，実験・実習をとおして と高い結果となった。 クールに積極的に た，自分の進むべき，進 等との連携を一層積極的
人間関係形成・社会形成能力を （活動計画の実施状況） 取り組み，意識は 路についても具体的に考 に行っていく必要があ
育む。 資格試験やコンクール等に 高く維持できてい えることができている。 る。

積極的に取り組むことで，高 るが，結果が出な
い意識を持ち続けている。ま いところもあっ
た，大学との連携を通して， た。
研究の深化も達成できた。

８ ④ 読書の奨励を図り，基 ④ 図書館の積極的な活用を図 ④ 図書貸出数が月間３００冊 （評価指標による達成度） （達成度） ④ 新入生オリエンテーシ ④ クラスによって貸出数
礎学力の向上と生涯にわ り，読書の奨励を行う。 以上をめざす。 平均月間貸出数３７９冊 A ョンや，広報・展示・イ に差があり，全体に読書
たり学び続ける能力を育 （活動計画の実施状況） ベントにより図書館に興 習慣を身につけさせるた
てる。 新入生オリエンテーション （所見） 味を持たせ，貸出数に繋 めに，担任等と連携し粘
（教務部・教育情報課） 図書館だより発行（１０回） 月間貸出冊数は げることができた。 り強く働きかける必要が

コース別推薦図書リスト 昨年度とほぼ同数 教科やコースでの図書 ある。
作成（４種） を維持し，目標値 館利用が，幅広いジャン また，多様化する生徒
図書展示・読書推進イベント を超えることがで ルの図書の貸出に繋がっ の進路や，アクティブラ
県立図書館との連携 きた。 た。 ーニングに向けて，多角
読書感想文課題の実施 図書委員会活動に自主 的な資料を備える必要が
各種コンクール応募案内 性が見られるようになっ ある。加えて，図書委員
図書委員会活動として た。 会活動の活性化も必要で
推薦図書リスト作成（２回） ある。
文化祭展示

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

９ 生徒指導 ① 基本的生活習慣の確 ① 遅刻カードを用いた遅刻指 ① 月間登校時遅刻率を１．０ （評価指標による達成度） （達成度） ① 数値的には目標達成す ① １日の遅刻者平均を本
① 基本的生活 立を図り，時と場にふ 導を徹底する。家庭との連携 ％未満とする。（1 日当たり ① １日の遅刻者平均は， B ることができた。一昨年 年度同様，１．０％未満

習慣を身につ さわしい礼儀・あいさ により，規則正しい生活習慣 ９．０人） ３．７人で０．４１％であ 度・昨年度を遅刻数は下 （１日当たり９．０人）
けさせる。遅 つ・言葉遣いを身につ を身につけさせる。 った。 （所見） 回ったものの，月別にお とし，本年度以上の数値
刻者数を減少 けさせるとともに，遅 ② 毎月初めに５日間実施し， 計画通り実施で いては６月・１２月・１ を目標とする。
させる。最低 刻回数の減少から規則 ② 外来者へのあいさつを徹底 ② 毎月５日間，コース長，学 登下校時身だしなみ指導を きた。 月と遅刻数が上回った。 ② 本年度通り実施し，下
限昨年度の数 正しい生活リズムを構 する。また，集会時において， 年主任（学年副主任），当日 類・コース長，学年主任で 年度末に向け，油断でき 校時まで身だしなみが維
値を維持する。 築させる。 ８ S の一つである「躾」を徹 日直で正門にて登校時の身だ 行った。 ない傾向にある。 持できるよう，教職員が
また，家庭と （指導部・生徒課） 底する。 しなみ指導を実施する。 ③ 各授業開始直後に各教室 ② 登下校時の身だしなみ 連携し注意喚起する。
の連携を密に の施錠確認および校内巡視 は正せたものの，校内に ③ 本年度通り巡視態勢を
する。 ③－１ 毎時休憩時間において を実施した。また，昼休み おける服装の乱れが若干 継続し実施する。生徒の

③ 問題行動の未然防止に努め 輪番制による校内巡視を実施 時間は，校内の主要な門に 目立った。 所持品については自他の
る。 し，各教室の施錠および生徒 おいて巡視も行った。 ③ 各クラスの施錠状況は 区別を明確にし，自らが

の生活状況を確認し防犯等に （活動計画の実施状況） 良かったものの，生徒自 責任をもって管理できる
努める。 ① 計画通り実施できた。 らが責任をもって貴重品 よう，様々な場面を捉え

③－２ HR 担任と日直が連携 ② 担当教員と連携し計画通 などを管理する指導が必 指導していく。
し，放課後の教室施錠を徹底 り実施できた。 要となった。
する。 ③ 担当教員と連携し計画通

り実施できた。

10 ② 遵法精神の ② 定期的に規律指導を ① 一人一人が充実した学校生 ① 規律指導を毎月初めに実施 （評価指標による達成度） （達成度） ① 規律指導以外において，① 規律指導カードを迅速
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涵養と意識の 行い，ルール遵守から 活を送る中で自分を大切にす し，指導を徹底する。各回と ① 規律指導に抵触した生徒 B 男子の頭髪・シャツ出し， に集計し，それを活用し
高揚と知識の 集団生活の規律向上に ることが他人を思いやること も違反者については，一定期 は少なくなった。一部で軽 女子の化粧・スカートの た指導体制を整える。ま
定着を図る。 努める。自ら率先して につながることを気づかせる。 間内で完全に直させる。 微な違反が見られたものの，（所見） 巻き上げが目立った。 た，担任を通した保護者
また，全教職 考え，判断・行動ので ② 喫煙・飲酒・薬物乱用防止に ② 喫煙・飲酒・薬物乱用防止 期日内に改善することがで 計画通り実施で ② 各講演を真剣に聞くこ との連携を密にし，軽微
員が温度差の きる能力を育てる一助 対する講話，携帯電話・スマー に対する講話，携帯電話・ス きた。 きた。 とができ，学校生活や家 な違反を見逃さない指導
ない指導が行 とする。 トフォン(WEB 関係を含む)安 マートフォン(WEB 関係を含 ② 意識の高揚と知識の定着 庭生活に活かすことがで を実践していく。
えるようにす （指導部・生徒課） 全教室，制服を美しく着こなす む)安全教室や制服を美しく が見られた。 きた。 ② 本年度通り実施する。
る。 セミナーを実施することで，心 着こなすセミナーを開催し意 （活動計画の実施状況） より一層の意識の高揚と

の躾を向上させる一助とする。 識の高揚と知識の定着を図 ① 計画通り実施できた。 知識の定着を望める講演
る。 ② 計画通り実施できた。 を計画していく。

11 ③ 交通道徳を ③ 「学校安全の日」，「交 ① 毎月２０日を「学校安全の ① 年間を通して，日直と生徒 （評価指標による達成度） （達成度） ①② 登下校指導や交通安 ①②③ 登下校指導を全教
遵守させ，登 通マナーアップクラブ」 日」とし，教職員，保護者と 課員が，正門を含め学校近隣 ① 登下校指導をはじめ，毎 B 全指導などにより，学校 職員が協力し，実践でき
下校時の交通 及び所轄警察署の指導 生徒課員が連携して通学時に で，登下校指導を行う。特に， 月２０日に行う交通安全指 近隣における交通マナー る指導体制を確立してい
安全指導を徹 等を通して，交通安全 混雑が予想される場所におい 毎月２０日には，輪番制で各 導を多くの教職員の協力を （所見） の向上がはかれたものの， く。また，駐輪場におけ
底させる。 教育の一層の徹底を図 て登校指導を行う。 学年 PTA 役員と教職員が共 得て実施できた。 計画通り実施で 歩行者や近隣住民からの る自転車の施錠・整理整

る。 同で登校指導を行う。 ② 年間５回の自転車点検に きた。 指導も若干あった。また， 頓，交通マナーの向上を
（指導部・生徒課） ② 自転車の点検や駐輪場での ② 年間５回の自転車点検を実 加え，１学年は自転車安全 交通安全教室や自転車点 各種委員会と連携するな

施錠確認，駐輪状態確認を行 施する。駐輪場における自転 整備士による訪問点検を実 検を充実することができ か強化していく。自転車
う。交通安全教育を充実し， 車施錠の習慣と駐輪状態の整 施できた。また，５月下旬 た。 事故防止標語や事故に遭
道路交通法を遵守させる。 理整頓を身につけさせる。傘 にスタントマン実演の交通 ③ 新聞編集部と協力し， 遇したときの対応を明記

差し運転の禁止と雨合羽着用 安全教室を実施し，交通マ 科技高タイムズに本校で したカードを生徒全員に
の指導を繰り返し行う。 ナーを学ぶことができた。 自転車事故にあった生徒 配布し，自転車事故減少

③ 生徒を主体とした交通マナ ③ 生徒会，交通委員による ③ 例年通り，生徒会や各種 の分析結果や事故防止対 に努めていく。
ーアップ運動の推進を図る。 あいさつ運動と生活委員に 委員と連携した取組を行う 策を掲載し，全生徒に注

よる駐輪場の整理・整頓を とともに，新聞編集部の協 意喚起できた。
行う。 力を得ることができた。

（活動計画の実施状況）
① 概ね実施できた。
② 計画通り実施できた。
③ ほぼ計画通り実施できた。

12 ④ 生徒が安全で ④ 教育活動全体を通し ① 定期的に校内巡視を行い，い ① 各学期末に，年合計３回の （評価指標による達成度） （達成度） ① アンケート調査結果か ① 本年度通り実施する。
安心して生活 て，全生徒に「いじめは じめの未然防止に努める。また いじめ・体罰被害アンケート ① 年間行事の各学期末に， A ら迅速に対応し，生徒か 常に「いじめは絶対に許
できる教育環 決して許されないこと」 いじめ・体罰被害アンケート調 調査を実施する。また毎時休 ＨＲを設定しいじめ・体罰 らの相談，悩みに対して さない」という強い信念
境を整え，自 との理解を促し，心の通 査を各学期末に実施する。 憩時間に輪番制による校内巡 被害アンケート調査を実施 （所見） 組織的に対応し解決の糸 を持ち，些細な生徒から
己実現の一助 う人間関係を構築する能 視を実施し，生徒の生活状況 した。 計画通り実施で 口となった。 のシグナルを見落とさな
とする。 力の素地を養う。 を確認する。 （活動計画の実施状況） きた。 いように心掛けておく。

（指導部・生徒課） ① 計画通り実施できた。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

13 進路指導 ① 進路への興味・関心 ① ＨＲへ各種進路情報を提供す アンケート調査 （評価指標による達成度） （達成度） ① 就職，進学共に過去の ① 進路実現に対する生徒
① 将来を見据 を喚起し，将来を見据 る。 ① ＨＲへの情報の提供 ① 本年度の学校評価アンケ A 進路データの提供，また， の意識をさらに高めるた

えた望ましい えた望ましい職業観・ 満足度 ３．６以上。 ートの結果から生徒９４． 学校や企業訪問における めに，オープンキャンパ
職業観・勤労 勤労観を養う。 （４段階） １％，保護者８５．８％の （所見） 進路情報を適宜提供する スや工場見学の機会を増
観の育成と， （進路部・就職課・進学課） 高い満足度が得られた。 ① 概ね目標は達 ことで，情報の共有がで やすだけではなく，実施
生徒一人一人 （活動計画の実施状況） 成できた。 き生徒の進路実現および 時期を１，２年次にも実
に対応した柔 ① 必要に応じ随時実施した。 生徒自らが考えるきっか 施するなど，早めの対応
軟な進路指導 けとなった。 も検討する必要がある。
を展開する。

14 ② 求人企業の ② 生徒一人一人の能力 ① 生徒一人一人の理解を深める アンケート調査 （評価指標による達成度） （達成度） ① １，２年次より適宜進 ① 個人面談の回数は各ク
確保と進学に ・適性，興味・関心に ために個人面談・アンケート ① 個人面談・アンケート調 ①② 本年度の学校評価保護 A 路に対する面談を実施し， ラスの実態に応じて実施
向けての適切 対応した組織的･継続的 調 査を実施する。 査への満足度 ３．６以上。 者アンケート結果から８７． 特に３年次には４月から する必要があり，コース
な指導を行う。 な進路指導を展開する。 ② 生徒の希望や能力に応じた （４段階） ７％の高い満足度が得られ （所見） 継続的に面接を実施する 長の協力を得て，来年度

（進路部・就職課・進学課） 進路保障を実現するため，進 ② 補習・進路相談に対する満 た。 ① 個人面談は各 ことにより，進路に対す も継続的な個人面談を実
学・就職補習および進路相談 足度 ３．６以上。（４段階） （活動計画の実施状況） クラスで継続し る意識の向上が図れた。 施する必要がある。
を充実させる。 個人面談は各担任により て十分に実施で ② 昨年度より実施した放 ② 今年度も技術系の進学

４月より継続的に実施でき きた。 課後の進学補習を今年度 希望者が増え，教室の確
た。 も実施したことで，早期 保が困難であった。コー

進路希望アンケート調査 ② 補習は年間計 からの進学意識の向上に スの協力により一部の特
は，３年生で４月～７月の 画通りに実施で つなげることができた。 別教室を進学補習に使用
４回，１・２年生で４月と きた。 昨年度と同様に夏休みに することで対応できた。
９月の２回実施した。 特別補習を実施し，進学

希望者への継続的な指導
を行った。
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15 ③ 進路達成に ③ 生徒生活実態調査を ① ６，１１，２月にそれぞれ ①－１ 技術系の平日の家庭学 （評価指標による達成度） （達成度） ①－１ 生徒の家庭での生 ①－１ クラス単位，コー
向けて学習指 年３回実施し，生徒の 調査を実施し，ＨＲ担任と生 習時間を１時間以上，休日の ①② 学習時間０時間が全体 B 活を把握する面では効果 ス単位で学習時間向上に
導の充実を図 家庭での生活を把握し， 徒との面談の資料として活用 家庭学習時間を２時間以上。 の２３．３％（平日），１７． があった。また，家庭で 向けてのきっかけづくり
る。 改善に努める。 し，主体的な取組が行えるよ ８％（休日）であり，厳し （所見） 学習している生徒とそう として活用すべきである

（進路部・就職課・進学課） うに促す。 ①－２ 科学系の平日の家庭 い現状にあるが，昨年度（２ 予定どおり実施 でない生徒の２極化がみ が，活用が難しいのであ
学習時間を２時間以上，休 ２．３％（平日），１９．７ できた。家庭学習 られた。 れば個人面談週間等を設
日の家庭学習時間を３時間 ％（休日）と比較して休日 時間はまだまだ少 ①－２ 科学系は生活記録 けて生活実態調査が活用
以上。 の学習時間に改善がみられ なく，改善する必要 ノートを提出させる指導 できる機会を作るべきで

た。 がある。 を行っており，HR 担任 ある。
（活動計画の実施状況） との個人面談を定期的に ①－２ 科学系については

科学系についてはほぼ目標 行い，家庭学習の把握に 生活記録の提出について
通り達成できている。休日の 努めている。 HR 担任の徹底した指導
時間についてはまだまだ改善 で以前に比べて定着して
の余地がある。 おり，家庭学習の習慣づ

けにつながっている。学
習の内容についてはさら
に検討すべきである。

16 ④ 進路ガイダンスや講 ① 生徒の希望に沿ったガイダ ① 進路ガイダンス実施後 （評価指標による達成度） （達成度） ①② 今年度初めて校外で ①② 最新の情報や話題は
演会等を通して，キャ ンスを各学年にて実施する。 満足度 ３．６以上。 実施後のアンケートも概ね A 行われた進路ガイダンス 生徒にとっても魅力的に
リア教育の充実を図り， （４段階） 生徒からも好評であった。 に進学希望者全員で参加 感じており，進路意識の
社会人として自立できる ② 進路講演会等により，勤労 ② 進路講演会等実施後 （活動計画の実施状況） （所見） した。多くの学校を知る 醸成につながっていた。
資質や自ら進路を決定で 観，職業観を養い，職業に対 満足度 ３．６以上。 ① 大学の先生や進学情報会 ① 進路ガイダン 良い機会となり進路意識 校外の進路ガイダンスは
きる能力を養う。 する意識の高揚を図る。 （４段階） 社の講師を招き，実施でき スは計画通りに の向上につなげることが 他校生とも交わる機会で

（進路部・就職課・進学課） た。 実施できた。 できた。講演会では企業 あり，意識の向上に役立
② 本校の卒業生による講演 ② 進路講演会は で活躍する卒業生からの った。ただ，時間をもて

会や地元企業の協力による 必要に応じて講 貴重な経験を聞けたこと あましていた生徒もお
出前授業などを実施した。 師を招聘して実 は将来の目標を考える上 り，もう少し時間を短く

施できた。 で貴重なものとなった。 してもよかった。また小
論文講演会や模試を実施
することで文章を読んだ
り書いたりすることの必
要性を感じる良いきっか
けとなった。

卒業生を招いての講演
会を，今年度も全クラス
で実施することができ
た。次年度もできる限り
多くのクラスで実施する
必要がある。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

17 教育相談・特別 ① 生徒の変化を見逃さ ① 生徒の出席状況の把握と支援 ① 欠席の続く生徒に関して （評価指標による達成度） （達成度） ①② 毎日の生徒の欠席状 ①② 次年度も引き続き生
支援教育 ない。 の検討。 適切な対応を検討する。 概ね実施できた。 B 況を把握することで，生 徒の欠席状況や保健室利
① 相談・支援 （指導部・教育相談課） ② 専門機関との連携。 ② 必要に応じて専門機関との （活動計画の実施状況） 徒の状況を担任や関係す 用状況を把握すること

活動を充実さ 連携を図る。 ①－１ １学期にクラスの状 （所見） る教員と共有し，保護者 で，早期に生徒の問題を
せる。 況を把握することで，特別 ほぼ計画通りに やスクールカウンセラー 見つけ，スクールカウン

な支援を必要とする生徒へ できた。 とうまく連携できたケー セラーなどを活用した対
の対応をすることができた。 スもあった。また，養護 応をする。

①－２ 毎日の生徒の欠席状 教諭も含めて情報交換を
況から生徒の状況を把握し， し，そのことによってよ
関係する教員と連携し管理 り多面的に生徒の状況を
職へ報告できた。 把握することができた。

② 本年度配置された常勤ス
クールカウンセラーを活用
できた。

18 ② 相談活動を充実させ ① 教育相談室の放課後利用。 ① 毎週火・水・金に相談室を （評価指標による達成度） （達成度） ①－１ スクールカウンセ ① 引き続き，ミーティン
る。 開室する。スクールカウンセ ① スクールカウンセラーが A ラーと教育相談・特別支 グを週１回開催する。
（指導部・教育相談課） ラーを活用した教育相談室の 放課後の相談に対応し，新 援コーディネーターのミ ② 「ほっとだより」は，

利用を図る。 しい相談活動ができた。 （所見） ーティングを週１回開催 次年度も生徒の手書きイ
② 相談事業の広報。 ② 「ほっとだより」を各学期 ② １学期は，生徒に直接ス 新しい活動がで し，相談室開放が円滑に ラストを取り入れたい。

１回以上発行する。 クールカウンセラーを紹介 きた。 できるようにした。
することで広報活動をした。 ②－１ 「ほっとだより」
２・３学期は「ほっとだよ は，放課後の教育相談を
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り」を計画通り発行できた。 推進する上で大切な役割
（活動計画の実施状況） を持つため，生徒の認知
① スクールカウンセラーが 度を高める内容作りに努

放課後の相談に対応し，相 めることができた。
談活動ができた。

② 「ほっとだより」は，生
徒の手書きイラストも入れ
て，手作り感のある「ほっ
とだより」が計画通り発行
できた。

19 ③ 学校全体での支援体 ① 校内研修会の開催。 ① 校内研修会を年１回以上開 （評価指標による達成度） （達成度） ① 一学期は人権教育課と ①② 次年度も引き続き，
制の充実を図る。 催する。 ① １回開催できた。 B 教育相談課の共催で校内 その年度の生徒の必要に
（指導部・教育相談課） ② 校外研修会への参加を呼び （活動計画の実施状況） 研修会を開催した。 応じた内容の研修会を開

かける。 ① 本年度は「学校カウンセ （所見） ② 校外研修に参加するこ 催したり，参加したりし
リング」について講演をス ほぼ計画通りに とによって，最新の研究 たい。
クールカウンセラーから聴 できた。 に触れ，本校の教育相談
き，理解を深めた。 業務に生かすことができ

② 掲示を通じて広報したり， た。
職員朝礼時に全教員に研修
会を連絡したりできた。

20 環境教育 ① 日々の清掃活動の充 ① 校内美化週間期間中，環境整 ① 日頃の清掃，ゴミの分別の （評価指標による達成度） （達成度） ①・日頃の清掃活動につい ① 各クラスの環境整美委
① 各クラスの 実を図り，美しい環境 美委員を中心に清掃の徹底，ゴ 徹底，ロッカー・掲示物の整 ① 日頃の清掃状況について B て 員会を中心にＨＲ担任や

環境整美委員 が整った学校づくりに ミ分別の徹底，ロッカー・掲示 理整頓がなされたか。 ・毎日清掃が良くできた。 「清掃が大変良くでき 清掃分担の教員の協力の
を中心にＨＲ 努め，次に使う人の立 物の整理整頓等丁寧に行う。 ② 校内への泥汚れ侵入禁止。 ８５％ （所見） た。」「よくできた。」 もと指導の徹底を行う。
担任や清掃分 場に立った「いつもき ② 学校行事（体育祭，文化祭） ③ 学校行事（体育祭，文化祭） ・ゴミ分別が良くできた。 評価指標関係に 含め ８５％ また，アンケート調査等
担の教員の協 れいに清掃で心を磨く などの際に発生する，ゴミ問題 などの際，環境美化やゴミ ９０％ ついて，多少改善 「多少改善点がある」 で清掃分担場所の清掃状
力のもと日頃 科技高生」の実践を行 について，環境整美委員会を中 問題に対するモラルやマナー ・掲示物，ロッカーの整理 しなくてはいけな １５％ 況を把握し，環境美化週
の清掃指導の う。 心とした環境美化に関するモラ が守れたか。 整頓が良くできた。 い。 多少改善しなくてはい 間等に反映していきた
徹底を行う。 （特活部・環境教育課） ルやマナー「マナーを守り，自 ７８％ ① 清掃の徹底・ けない。 い。

分のゴミは持ち帰る。」の啓発 ② トイレの使用状況が多少 掲示物・ロッカ ・ゴミ分別について ② 学校行事である文化祭
活動を行う。 悪化しているように思う。 ーの整理整頓に 「ゴミ分別が大変良く ・体育祭等でも例年以上

③ 学校行事について 多少の改善点が できた。」「よくでき に啓発活動を実施してい
・体育祭でのモラルやマナ 必要である。 た。」 含め ９０％ かなくてはならない。
ーが守られた。 ８７％ ② 毎日のトイレ 「多少改善点がある。」 ③ 環境整美委員会を随時

・文化祭でのゴミ分別は守 清掃は，概ね達 １０％ 開催していきたい。
られた。 ８４％ 成できた。 今後もゴミ分別に対す

（活動計画の実施状況） ③ 体育祭のモラ る意識の高揚に取り組ま
① 各クラスの環境整美委員 ルやマナーが多 なくてはいけない。

を中心にＨＲ担任の指導の 少改善したよう ・掲示物，ロッカーの
もと清掃の徹底・ゴミ分別 に思う。 整理整頓
の徹底によく取り組んだ。 文化祭につい 「掲示物，ロッカーの整

② 学校行事について ては，多少改善 理整頓が大変良くでき
環境整美委員は，体育祭， しなくてはいけ た。」「よくできた。」
文化祭共清掃や啓発活動を ない。 含め ７８％
率先して頑張った。 「多少改善点がある。」

２２％
ロッカーの上が散らか

っていて改善点が多い。
② 学校行事について
・文化祭
「校内でのゴミ散乱が少
しあった。」「あった。」
含め ４９％

「模擬店でのゴミの分別
多少改善点がある。」

「改善点がある」
含め１６ ％

・体育祭
「競技場内でのゴミ散

乱が少しあった。」
「あった。」

含め ３１％
「マナーを守り，各自
のゴミは，持ち帰る。」
「多少改善点があっ
た。」「改善点があっ
た。」 含め １３％
文化祭では，入場者や

生徒たちへのマナーやモ
ラルの高揚を行わなくて
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はならない。
体育祭ではごみ散乱状

況が悪化しているためゴ
ミを出さない工夫が必要
である。引き続き啓発活
動を実施していく必要が
ある。

③ 環境整美委員会を年間
５回実施し，係活動では
概ね良くできた。

21 防災教育 ① 地域と共に防災活動を ① 地域と共催の防災訓練を企 ① ２カ所以上の他団体と共催 （評価指標による達成度） （達成度） ① 生徒の自主性，優しさ， ①，②に関して，来年度
① 防災委員， 行い，社会の一員として， 画，実行する。 し２００名以上の参加をめざ ① ３カ所の他団体，約３２ A 行動力には目をみはるも も実施していく予定である

防災クラブの 求められている防災マイ す。 ０名の参加があった。 のがあった。 が，防災教育に終わりはな
活動をベース ンドを育てる。 ② 約４００名の炊き出しを （所見） ② 配付される側の訓練も く，より斬新的な内容で，
として，災害 ② 災害時をふくめ，社会 ② 災害時に必要な器具等を使う ② 炊き出し訓練や日頃の準備 スムーズに行った。 計画通りの活動 含んでいるが，秩序をし 意識高揚に努めていきた
時に命を失わ で主体的に動ける心を育 訓練を日常から行う。 として，効率面，衛生面，実 （活動計画の実施状況） ができた。 っかりと守って迅速な行 い。また，地域において実
ない，役に立 てる。（防災教育） 用面などを考慮した器具等を ① 青葉保育園７５名，千松 動がとれた。 質的な防災力を発揮する発
つ心を育成す 選別，使用出来ることをめざ 幼稚園２０８名，地域住民 「まなぼうさい活動賞」 信源になっていく努力をし
る。 す。 ５０名，消防署員２名，警 の受賞は日頃の生徒の活 ていきたい。

察官１０名の参加で，本校 動が評価され，意識が高
生徒が誘導し地域合同の避 まった。
難訓練を行った。その後，
千松幼稚園は本校にて保護
者引渡訓練を実施した。

② 約４００名分の給湯から
後片付けまで，３年防災ク
ラブ員２０名が行った。

③ 本年度計画になかったが，
県の「まなぼうさい活動賞」
に応募し，知事賞を受賞す
ることができた。また，本
校生徒が製作した「防災避
難パネル」を設置すること
ができた。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

22 保健安全教育 ① 生涯を通して ,健康で ① 定期健康診断や保健だよりの ①－１ 定期健康診断受診率 （評価指標による達成度） （達成度） ①－１ 未受診生徒に対し ①－１ 定期健康診断の重
① 保健安全に 活力がある生活を送る 発行等により健康に関する情 １００％。 ①－１ 定期健康診断受診率 B 定期健康診断の意義を繰 要性・必要性を伝え，次

関する指導・ ために，健康の保持増 報提供を行う。 ①－２ 保健だよりの発行。 １００％ り返し説明し，学校医・ 年度も受診率１００％を
情報提供を行 進に関する指導の充実 （月１回） ①－２ 保健だよりを月１回 （所見） 歯科医の協力により，受 めざすとともに，二次検
う。 を図る。 ② 生徒保健厚生委員を中心に， ②－１ 生徒保健厚生委員会活 発行 ③－１以外は概 診率を１００％にするこ 査（精密検査）の受診率

（特活部・保健厚生課） 教室内の環境整備・安全点検， 動。（月２回） ② 生徒保健厚生委員会 ね計画通りだっ とができた。 の向上を図る。
② 生徒保健厚 ＡＥＤの定期点検等を実施す 活動を月平均３～４ た。 ①－２ 保健だよりだけで ①－２ 月毎の保健だより

生委員会によ る。 回実施 ③－１について はなく，健康診断や文化 発行だけでなく，学校行
る環境整備・ ③ 学校行事における保健安全活 ③－１ ＨＲ活動等における保 ③－１ 歯科講演会（１年） は，講師の予定や 祭等の学校行事により， 事等の機会を捉えた保健
安全点検を行 動を充実させる。 健講演会の開催（年１回） の開催（年１回） 学校行事との調整 機会を捉えた情報提供が 指導により情報提供を行
う。 （特活部・保健厚生課） ③－２ 文化祭における保健展 ③－２ 文化祭における歯科 がうまくできなか 行えた。 う。

を開催する。 保健展の開催 った。年度当初か ② 生徒保健厚生委員会活 ② 生徒保健厚生委員会活
③－３ 学校献血の実施。（年 ③－３ 学校献血を年３回実 ら計画的に進めて 動により，定期健康診断 動，環境整備・安全点検

３回） 施 いく必要がある。 の準備・片付けや，文化 の活動だけにとどめず，
（活動計画の実施状況） 祭保健展の活動，学校内 学校行事における保健活
①－１ 未受診者に対して定 の環境整備・安全点検等 動で活躍できるような内

期健康診断の意義を繰り返 が行えた。 容を検討する。さらに，
し説明し，学校医・歯科医 ③－１ 専門家を招いて歯 保健活動のリーダーとな
の協力により，受診率を１ 科講演会を開催すること って活躍できる生徒の育
００％にすることができた。 で，健康・安全に関する 成もめざしたい。

（長期欠席者を除く） 関心が高まった。 ③－１・２・３ 引き続き
①－２ 保健だよりを月１回， ③－２ 文化祭での歯科保 講演会や文化祭の保健

特別号を年２回発行した。 健展を開催することで， 展，献血推進活動を開催
②－１ 安全点検だけではな 歯科保健についての情報 し，健康・安全に関する

く，定期健康診断や文化祭 提供を行えた。 関心を高める。
保健展，エイズ予防啓発活 ③－３ 学校献血を年３回
動，風邪予防等，様々な機 実施することで，献血の
会を捉えた活動ができた。 意義と献血の現状を理解
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③－１ 専門家を招いて，歯 でき，献血を身近なもの
科講演会を開催したが，講 として捉えることができ
演会は年１回しか開催でき るようになった。
なかった。

③－２ 学校歯科医等の協力
により，文化祭での歯科保
健展を開催し，たくさんの
来場者があった。

③－３ 学校献血を年３回実
施し，延べ２０２名（昨年
度２１５名）の生徒・教職
員が献血に協力することが
できた。

23 特別活動 ① 生徒自ら率先して各種 ① 生徒による集会時の司会進 ① 生徒総会，壮行会，予餞会 （評価指標による達成度） （達成度） ① 各行事で生徒の自主的 ① 生徒会役員会を定期
① 特別活動へ 活動に取り組むことので 行，記録，挨拶を今以上に取り を生徒が１００％運営する。 ① 生徒総会，壮行会，球技 A な運営による活動が展開 的に開催し，生徒会の

の生徒の自主 きる学校行事，生徒会活 入れ，自主的に運営できるよう 大会，予餞会は生徒が自主 できた。 自主的運営を更に強化
的な取組を充 動の充実に努め，集団活 に指導する。 的に運営できた。 （所見） ② 体育祭ではコース対抗 していきたい。
実させる。 動を通してコミュニケー ② 文化祭・体育祭の内容の多様 ② 文化祭への生徒の満足度 ② 文化祭への生徒の満足度 ① 各行事で生 で１学年から３学年が協 ② 文化祭の満足度は高

ション能力の向上を図 化・充実化を図り，生徒が意欲 ９０％。 ９７％ 徒会が中心と 力して活動することで， いものの，本校の特徴
る。 的に取り組む学校行事をめざ 体育祭への生徒の満足度 体育祭への生徒の満足度 なって運営で 縦のつながりが強化さ を生かした企画を生徒

す。 ８５％。 ９８％ きた。 れ，生徒の満足度も高ま 会役員と共に考えてい
③ みちピカ事業で周辺地域への ③ みちピカ事業参加者 ③ みちピカ事業参加者 ② 文化祭・体 った。 きたい。

清掃奉仕活動を行い，仲間と協 平均７０名。 平均２０８名 育祭ともに目 文化祭は各コースによ 体育祭は，生徒の希
力して活動ができる能力を身に （活動計画の実施状況） 標の満足度を る企画で本校の特徴を生 望を取り入れた新たな
つける。 ① 生徒会執行部を中心に， 達成した。 かした内容の充実を図っ 種目を取り入れていき

主体的に活動できた。 ③ 目標の参加 た。 たい。
② 体育祭・文化祭ともに， 者数を上回る ③ みちピカ事業は６回の ③ 参加生徒に偏りが見

クラスやコースで工夫が見 ことができた。 実施で，平均２０８名の られ，一部の者だけが
られ，それぞれの特色が生 参加があり，昨年度を上 活動しているため，様
かされた取り組みであっ 回る平均人数となった。 々な生徒が参加できる
た。 活動にしていきたい。

③ ６回の実施で，学校周辺
を中心に丁寧な清掃を行っ
た。

24 ② 部活動の更 ② 部活動を充実・活性化 ① 部紹介・体験入部を実施し， ① 入部率８０％以上。 （評価指標による達成度） （達成度） ① 各部・同好会の活発な ① 補習との両立を考え，
なる活性化を させ，日々の活動を通し 部活動の入部を促進する。 ① 入部率９４．１％ A 取組が入部促進につなが 更なる入部率の拡大に
図る。 て精神面，体力面での成 ② 表彰伝達を年間１２回行 った。 努める。

長を図るとともに，団結 ② 部活動の活動内容や成績を積 ② 表彰伝達を毎月行う。 った。 （所見） ② 月 1 回，集会時に表彰 ② 様々な機会を利用し
心や協力心を育成する。 極的に広報し，生徒の意欲を高 （活動計画の実施状況） ① 着実に入部 伝達を行うことで運営の て，部活動の活躍や取
（特活部・特別活動課） め，校内の共通理解・協力体制 ① 部活動紹介で，各部１年 率を高めるこ 簡素化と時間短縮を実現 組を全校生徒に伝え，

を強化する。 生の入部を呼びかけるとと とができた。 した。他の部の活躍が刺 部活動の更なる活性化
もに，部活動見学週間を設 ② 部活動の活 激となり，各部好成績を につなげる。
定し，活動場所等の案内を 動内容や成績 残すことができた。
行った。 を積極的に広

② 予定通り実施できた。 報できた。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

25 工業・水産教育 ① 工業・水産教育のそ ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース
① 専門性の基 れぞれの特長を生かし ① オープンキャンパスや大学講 ①－１ 大学と連携した講義や （評価指標による達成度） （達成度） 実際に大学を訪問するこ 生徒の進学への意識づけ

礎・基本を重 た教育を推進し，実験 義を受け大学との連携を密に オープンキャンパスを年３回 遠足で２大学・２研究所 A とで大学の雰囲気がよく理 として定着してきている。
視するととも ・実習や課題研究，イ するとともに，生徒の進路選 以上実施する。 訪問実施。 解できた。Spring-8 の研究 是非継続していきたい。新
に地域や産業 ンターンシップ等の体 択に役立てる。 ①－２ 大学と連携した講義や 課題研究で高大連携実施。 （所見） を見学する等，科学の最先 規の大学訪問を計画してい
界と連携した 験的な教育活動を展開 オープンキャンパスの生徒ア 生徒満足度３．８ 概ね予定通り実 端に触れることで将来の研 きたい。また，科学技術に
教育の在り方 する。 ンケート実施結果で満足度が （活動計画の実施状況） 施でき目標が達成 究や大学進学への期待を持 関心をもつような研究所等
を模索し，社 （各類・コース） ４段階で平均３．７以上をめ 概ね予定通り実施できた。 できた。 たせることができた。 へ訪問し，学ぶ意義を考え
会の変化や産 ざす。 させたい。
業界の動向に
適切に対応し ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース
得る人材の育 ① オープンキャンパスや大学講 ①－１ 大学と連携した講義や （評価指標による達成度） （達成度） 大学と連携を図ることに 次年度も継続して行いた
成めざす。 義を受け大学との連携を密に オープンキャンパスを年３回 遠足で３大学訪問実施。 A よって，直接大学の先生や い。大学とは，化学系のほ

するとともに，生徒の進路選 以上実施する。 徳島大学より教員３名，院 学生たちと話ができ，生徒 かにも連携を深め，より幅
択に役立てる。 ①－２ 大学と連携した講義や 生等１０名を招き「実験講座」 （所見） が大学について，知る良い の広い視野をもって取り組

オープンキャンパスの生徒ア を実施した。 ＳＳＨも絡み， 機会となっている。このこ んでいきたい。
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ンケート実施結果で満足度が 大学の模擬講義に４ヶ月間 地元大学との連携 とによって生徒の進学に対
４段階で平均３．７以上をめ １名が参加した。 がよく図られ概ね する意欲も向上している。
ざす。 徳島大学主催「科学体験フ 目標を達成するこ

ェスティバルに１０名が参加 とができた。
した。
（活動計画の実施状況）

ほぼ，計画通り実施できた。

・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース
① 工場見学において職場を見学 ①－１ 大手企業の工場見学を （評価指標による達成度） （達成度） 職業選択時の判断材料と 生徒のニーズを十分調査

する。また，インターンシップ 全員に対して実施する。 ２，３年生全員に対して， A するとともに，学習に対す し，今年度のノウハウを十
を通じて企業との連携を密に また，２年生の３０％以上 川崎重工業坂出工場の工場見 るモチベーションのアップ 分引き継ぎながら，次年度
する。 の生徒に対して，インターン 学を実施した。また，２年生 （所見） や職業観の醸成に役立てる も，より良い内容となるよ

シップを実施する。 １７名（５０．０％）の生徒 ほぼ予定通り， ことができた。 う，工場見学やインターン
①－２ インターンシップ実施 に対してインターンシップを 実施できた。 学校インターンシップは シップの受け入れ先を検討

においては，生徒の希望する 実施した。 昨年度に引き続き，高い参 し，引き続き実施したい。
職場に応じた企業を斡旋す （活動計画の実施状況） 加率であった。
る。 すべての生徒に対して，ほ

ぼ生徒の希望する職場で実施
できた。

・生産システムコース ・生産システムコース ・生産システムコース ・生産ｼｽﾃﾑｺｰｽ ・生産システムコース ・生産システムコース
① 学習内容や就職先を勘案し， ① 県内外企業の工場見学を全 （評価指標による達成度） （達成度） ① 日頃の学習内容に沿っ 引き続き，社会のニーズ

有意義な工場（職場）見学を行 員に対して実施する。 ① 県外の三菱自動車工業 A た見学で，生徒の学習意 に敏感に応えていける人材
う。 ② インターシップは２年生で （株）水島製作所に全員参 欲が高まった。 育成をしていくとともに，

② インターンシップを通じて 行う。 加した。 （所見） ② 実際の職場での体験を 生徒のニーズに応えていけ
技術者として生きることを体 ② ２年生２２名，企業９社 予定通りの実施が 通して，日頃の学習と進 る内容を精査していきた
験する。参加や企業について にて各人２日間のインター できた。 路決定の意欲を高めるこ い。
は参加者の自主性を重んじる シップを実施した。 とができた。
ことに重点を置く。 （活動計画の実施状況）

① 学習内容に沿った見学内
容で効果的であった。

② 生徒達の希望する職種で
の実施ができた。

・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース
① インターンシップを通じて ①－１ インターンシップで２ （評価指標による達成度） （達成度） 参加によって社会や職種 事前指導の充実をさらに
企業との連携を密にする。 社以上に生徒が参加する。 ２社 １０名が参加 A に対する理解が深まり進路 図りたい。

①－２ インターンシップの参 （活動計画の実施状況） 選択をより深く考えるよう
加者によるＨＲでの報告会を ほぼ希望通りに実施できた。（所見） になった。
実施し，体験内容を共有する。 ほぼ予定通り実

施できた。

・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース
① インターンシップを通じて企 ①－１ インターンシップ体験 （評価指標による達成度） （達成度） 本コースでは実習しない 次年度も継続していきた

業との連携を密にするととも 後の生徒アンケート実施結果 目標値を達成した。 A ３ＤＣＡＤの操作や，３Ｄ い。
に，生徒の進路選択に役立てる。 で満足度が４段階で平均３． （活動計画の実施状況） プリンターへの出力などを 新たな事業所を開拓し，

７以上をめざす。 ７名の生徒が参加し，全て （所見） 体験できた。このことで， 映像やドローン関係にも見
①－２ インターンシップにＨ の生徒から「良い」を得た。 高評価で，引き ＩＣＴ系への関心が高まっ 地を広げたい。

Ｒ生徒の２割以上が参加し， 続き継続して欲し た。
項目の６割以上で「良い」評 い旨の内容であっ
価をめざす。 た。

・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース
① 関係機関との連携を図りなが ①－１ インターンシップ参加 （評価指標による達成度） （達成度） 近年，電子機器の発達が 次年度も生徒の進路希望

ら，インターシップを実施し， 生徒数を２年生で４０％以上 １０社に２０名の生徒が参 A めざましく，実情に合う授 に合わせて本年度同様に実
生徒の専門に関する意識向上と とする。 加した。 業内容にするためには困難 施したい。
進路選択に役立てる。 （所見） な状況にある。工夫しなが

（活動計画の実施状況） 新しく５社の企 ら今後も取り組みたい。
よい経験ができ，進路選択 業の協力を得て参

にも役だった。 加し，高評価を得
た。

・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース
① インターシップを通じて企業 ①－１ インターンシップに生 （評価指標による達成度） （達成度） 生徒は，働くことや進路 次年度も継続していきた

との連携を密にするとともに， 徒の２０％以上が参加できる おおむね目標を達成した。 B について真剣に考えること い。
生徒の進路選択に役立てる。 ようにする。 （活動計画の実施状況） ができた。また，建築士会

①－２ インターンシップ体験 見学や体験を通してほとん （所見） の方とのディスカッション
後の生徒アンケート実施結果 どの生徒が，仕事内容への興 昨年に引き続き で建築士の生の声を聞くこ
で満足度が４段階で平均３． 味や専門教科に関心を持つこ 建築士会と連携し とによって，建築業に対し
５以上をめざす。 とが出来た。課題研究発表会 設計コンペに参加 て理解を深めることができ

①－３ ３学期に課題研究発表 を建築コース展で行った。 することができ た。
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会を行う。 た。

・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ ・総合デザインコース ・総合デザインコース
① インターンシップや企業・大 ①－１ インターンシップに生 （評価指標による達成度） （達成度） ① 企業訪問，大学訪問を インターンシップについ

学訪問を通じて企業や大学との 徒の２０％以上が参加できる ① インターンシップには参 B 通じて，多様な進路を知 ては，進路に繋がるような
連携を密にするとともに，生徒 ようにする。 加することができなかった。 ることができた。 企業との連携を行いたい。
の進路選択に役立てる。 ①－２ 企業・大学訪問を実施 ダイハツ工業(株)のデザイ （所見） ② コース展，コンペ，６ 対外的な活動について

する。 ンルーム見学に 2 年生が参 インターンシッ 次産業化プロデュース事 は，次年度も継続していき
② 実習・課題研究を充実させ， ②－１ H29 年度コース展を実 加した。 プに関しては ,生 業などのイベントに参加 たい。

コース展や各種コンペに参加 施し，地域・中学校などに PR SSH 課題研究で１０名が 徒の希望にあった することよって地域や企
し，対外的な活動を更に充実さ する。 慶應義塾大学を訪問した。 企業を見つけられ 業との連携を図ることが
せる。 ②－２ それぞれのテーマに分 （活動計画の実施状況） なかった。コース できた。

かれた課題研究に取り組み， ② コース展を実施し，400 展だけでなく，コ
成果を出す。 名近い来場者があった。ま ンペやイベントに

た６次産業化プロデュース 積極的に参加し
事業成果報告会において， た。
地域，中学生に向けて活動
を PRした。

・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース
① 関係機関と連携したフィール ① 漁業体験，フィールドワー （評価指標による達成度） （達成度） ① フィールドワーク等を ① 次年度も継続して取り

ドワークやインターンシップを ク，インターンシップを実施 ① 授業評価で興味・関心を B とおして，専門科目への 組んでいきたい。
積極的に実施し，水産・海洋に し，実施後アンケートで水産 持った生徒の割合９１%。 興味・関心を高めること
興味関心をもたせる。 ・海洋に興味関心を持つよう （活動計画の実施状況） （所見） ができた。

になった生徒の割合７０%以 ① 大敷網体験２回，志和岐 ① 概ね達成でき
上をめざす。 港内植生調査５回，吉野川 た。

河口生物調査１回，鮎喰川
生物調査１回，中島中間育
成場生物調査３回等を実施
した。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

26 工業・水産教育 ① 工業や水産に関する ・全類全コース ① 各コース毎に，技能の向上 （評価指標による達成度） （達成度） （工業） （工業）
① 専門性の基 専門的な技能の習熟度 ① 各コースの実態に即して，ス をめざした取組をする中で， （工業） （工業） 各コースにおける実習等 次年度へ向けスキルの向

礎・基本を重 を高め，技能の向上を キル検定等の実施やものづくり 各種コンテスト・大会へ 出 ① 高校生ものづくりコンテ B でのスキルアップや資格取 上とともに，資格取得にお
視するととも 図る。 コンテストへの出場をめざす中 場し，各専門分野での上位入 スト県大会では各種目とも （海洋） 得のための補習も計画的に いては合格率の向上を図る
に地域や産業 （各類・コース） で，技能の向上に努める。 賞をめざす。 上位入賞を果たした。 B 実施した。ジュニアマイス ため，指導法の工夫や生徒
界と連携した ② 資格取得を奨励し，資格補習 ② 工業系では，「ジュニアマ ② ゴールド１８名(昨年 14) ター取得目標値については，の目的意識を醸成していく
教育の在り方 ② 専門的な知識・技能 を積極的に実施する。 イスターゴールド」取得者１ シルバー１９名(昨年 45） （所見） シルバー取得者が設定値に 必要がある。
を模索し，社 を身につける教育活動 ５名以上，「ジュニアマイス 特別表彰 １名(昨年 0) （工業） 至らなかった。 （海洋）
会の変化や産 を展開し，各種資格や ターシルバー」３０名以上を （活動計画の実施状況） ① 各種コンテス （海洋） ① 各種発表会に参加し，
業界の動向等 検定の合格者の増加を めざす。水産系では，指定資 （工業） ト大会へ出場 ① 発表会参加生徒につい 発表内容について指摘を
に適切に対応 図る。 格の積極的取得をめざす。 ① 概ね達成できた。 し，その一部は ては，他校生徒の発表か 受けた点について，さら
し得る人材の （各類・コース） ② 資格取得のための補習等 上位入賞した。 ら刺激を受け，学習への に深めて研究し，改善で
育成をめざす。 を計画的に実施した。 ② 表彰者総数が 意欲が高まった。 きるようにしていきた

③ 各種競技会等へ積極 （海洋） 前年度より３５ ② 一人一人の生徒に年間 い。
的に参加し，専門性を ① 徳島県及び四国地区 SSH ％減少した。 資格取得計画を立てさせ，② 補習時間で学習したこ
高める教育を展開する。 合同生徒研究発表会，東京 （海洋） 計画的に資格取得に取り とを家庭で復習する習慣
（各類・コース） 都立戸山高校 SSH 生徒研究 ① 各種発表会に 組んだ。休まず補習に参 が身につくように指導し

発表会，徳島県水産研究課 積極的に参加す 加した生徒の合格率は高 ていきたい。
成果発表会，四国及び全国 ることができ かった。
水産海洋系高校生徒研究発 た。
表会，四国及び全国水産海 ② 多くの生徒が
洋系生徒意見体験発表会に 積極的に補習に
参加し，発表を行った。 参加した。

② 資格補習を計画的に実施
した。

・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース ・情報科学コース
① 科目「実習」においては，口 ① 期限内実習レポート提出率 （評価指標による達成度） （達成度） 大多数の生徒が実習後， 極わずかな生徒が提出期

頭試問を実施し，自ら学び，考 ９５%以上をめざす。 ① 提出率 ９８% B 速やかにレポート提出を完 限に間に合わない。粘り強
え，問題を解決する態度を育成 ②－１ 情報技術検定２級の合 ② 情報技術検定２級 ５８% 了する習慣を身につけた。 く指導し，今後も継続して
する。 格率が８０％以上。 ITパスポート合格なし （所見） 口頭試問により内容の理解 いく。

② 資格取得を奨励し，資格補習 ②－２ IT パスポート試験合 基本情報技術者合格なし ① ほぼ全員が期 度もあがった。 情報技術検定は昨年より
を計画的に実施する。 格５名以上，基本情報技術者 限までに提出で 資格試験に挑戦すること 合格率が下がり検討課題で
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③ 各プログラミングコンテスト 試験 合格２名以上。 （活動計画の実施状況） きた。 で生徒の意識を高めたり， ある。
に積極的に取り組む。 ③ プログラミングコンテスト ① 週一回の実習を行い，そ ② 資格について 専門知識の定着に繋がった。 基本情報は難関であり，

の入賞をめざす。 の都度レポートを提出させ は目標を達成す 作品を作り全国大会へ出 合格者を出すために指導法
た。 ることができな 場することで達成感が生ま を検討する必要がある。

② 夏休み等に各補習を行い かった。 れた。創意工夫する能力が 次年度も継続できるよう
受験させた。 ③ １作品が全国 身についた。 に関係機関との連携を図っ

③ 夏合宿でアプリケーショ 大会に出場し ていく。
ンを作成した。 た。

・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース ・環境科学コース
① 科目「実習」においては，口 ① 期限内実習レポート提出率 （評価指標による達成度） （達成度） 研究発表会・コンテスト 検定や，資格試験の補習

頭試問を強化し，自ら学び，考 ９５%以上をめざす。 ① 提出率 ９５% B 等においては，積極的に取 については，さらに計画的
え，問題を解決する態度を育成 徳島市・徳島県の環境担当 ② 徳島県立保健製薬環境セ り組み，ある一定の成果を に次年度も実施していきた
する。 部署との連携を図る。 ンターで水質測定技術講習 （所見） 上げることができた。 い。

② 徳島市内を流れる河川の水質 会を実施した。 資格取得に関し 実習レポートに関しては ＳＳＨ事業を進めること
調査を行い，徳島市，徳島県と ② 第３学年の取得率は 73% ては目標を十分に 一部の生徒で提出が不十分 によって，全国レベルの活
連携して，郷土の自然環境の保 であった。 達成することはで なときがあった。 動を行っている他校生たち
護に積極的に取り組む人材を育 各学年の危険物乙４取得率 きなかったが，そ 資格試験においては，昨 からの刺激を，本校生徒の
成する。 １年 ３４％→ ６６％ の他の項目に関し 年度より成績が低下した。 活動の糧としたい。

③ 資格取得を奨励し，資格補習 ③ 危険物乙４の取得率が ２年 ６４％→ ３０％ てはほぼ，予定し 今後はさらにチャレンジす
を計画的に実施する。 ８０％以上。 ３年 ７３％→ ６４％ ていた内容で達成 る主体的な姿勢が望まれる。

④ 科学論文発表（ポスター発表）④ ＳＳＨ発表会（県，四国） ④ 県内，四国および全国大 することができ
を目標に積極的に取り組む。 全国総合文化祭での発表をめ 会でポスター発表を行った。た。

ものづくりに係わる競技大会 ざす。 ものづくりコンテストで
を目標に積極的に取り組む。 ものづくりコンテスト四国 は，四国大会に出場した。

大会に出場し，全国大会への （活動計画の実施状況）
出場をめざす。 ① 実習の各班で徹底した。

② 実験室のみの研修となっ
たが，内容は充実していた。

③ 補習を実施し，合格をめ
ざした。

④ ものづくりコンテストは
今年度も県大会が行われた。

・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース ・機械コース
① 資格取得を奨励し，資格補習 ① ２級ボイラー技士（２年） ① ２級ボイラー技士の合格 （達成度） ① ２級ボイラー技士・機 ２級ボイラー技士・機械

を計画的に実施し，合格率のア の合格率を補習出席者の６０ 率は１００％，機械製図検 A 械製図検定とも，当初の 製図検定の指導方法とも，
ップを図る。 ％以上。機械製図検定（３年） 定の合格率は８８．２％で 目標を達成することがで ほぼ確立できたと思われ

の合格率を６５％以上をめざ あった。 （所見） きた。 る。この指導のノウハウを
す。 ② ものづくりコンテストで 十分な成果が得 ② 各種コンテストにおい 次年度の担当者に引き継

② ものづくりに係わる競技大会 ② ものづくりコンテストで， は県内大会では３位に入賞 られた。 てもおおむね目標とする ぎ，来年度も引き続き高い
を目標に積極的に取り組む。 県内優勝し，四国大会に進出 した。また，第５回四国地 結果を残すことができた。合格率をめざす。

する。また，四国地区高校生 区高校生溶接技術競技会で
溶接技術競技会では県内大会 は県内大会で団体優勝し，
を勝ち抜き，本大会に出場す 本大会に出場した。
る。 （活動計画の実施状況）

実習を欠席した生徒には，
後日，追実習するなどして，
生徒全員に対して目的のス
キルをつけさせた。

・生産システムコース ・生産システムコース ・生産システムコース ・生産ｼｽﾃﾑｺｰｽ ・生産システムコース ・生産システムコース
① メカトロニクス関連企業に就 ① シーケンスなどのスキルス （評価指標による達成度） （達成度） ① 生徒も専門の内容に意 各項目共通で，指導のノ

職する際，学習していて良かっ タンダードを含む学習内容を ① 空気圧ロボットなどのシ A 欲が高まった。 ウハウを次年度の担当者に
たと評価されるような実習をし 充実させる。 ーケンス制御実習の充実や， ② 資格試験に関しては計 引き継ぐ等の継承を行いつ
っかり実践する。 課題研究の授業などは，よ （所見） 画以上の成果を上げるこ つ，斬新的な発展をめざす。

② コースの基幹となる資格を取 ② クラス６０％以上の合格率 り実践的な制御技術を取り 計画通り実施で とができた。
得できるよう，最大限のサポー をめざす。 入れた。 き，一部で計画以 ③ 各種大会，事業に関し
トをする。 ② 本コースの基幹資格であ 上の成果を出すこ は計画以上の成果を上げ

③ 各種の技術的なコンテストに ③ ロボット競技など，全国大 るＤＤ３種の合格率は，100 とができた。 ることができた。
応募出場し，賞を得る。 会出場をめざす。６次産業化 ％となった。

事業や県主催の防災避難パネ ③ 生産システムコースの生
ル製作などを通し，自主的に 徒を含むロボット部のロボ
社会に貢献する生徒を育成す ットが県大会を勝ち抜き，
る。 全国大会に出場した。また，

６次産業化プロデュース事
業では，全国高校生ビジネ
スグランプリにてプレファ
イナル２０校に選出され表
彰された。防災避難パネル
の製作は，専門的な知識を
発揮し，地域の防災に貢献
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するものづくりができた。

（活動計画の実施状況）
① 計画通りの実施ができた。
② 予想以上の成果を上げた。
③ 計画通りの実施ができた。

・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース ・電気コース
① 資格や検定の合格率向上めざ ① 資格受験者の補習出席率９ （評価指標による達成度） （達成度） ① 補習に出席することに 引き続き補習体制を維持

して補習を充実させるとともに ０％以上を目標にする。 出席率は９０％以上を確保 B より合格率が高く維持で する。
自主的に学習に取り組む習慣を できた。 きている。集団で取り組 コンテストは全国大会出
身につけさせる。 ものづくりコンテストは四 （所見） むことで相乗効果により 場をめざす。

② ものづくりコンテストへの準 ② ものづくりコンテスト県大 国大会準優勝であった。 ほぼ十分な成果 意欲的に取り組み技能・
備を早期の段階から始め，指導 会で優勝し，四国大会に出場 （活動計画の実施状況） が得られた。 知識の向上が進んだ。
体制を充実させ，十分な練習時 する。そして全国大会への出 予定通り実施できた。 ② コンテストに取り組み
間を確保する。 場をめざす。 他校生徒との切磋琢磨に

より意欲や技能が高まっ
た。

・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース ・情報通信コース
① 資格取得を奨励し，資格補習 ① 国家資格取得をめざし，２ （評価指標による達成度） （達成度） 難関の基本情報処理技術 何のために学習するの

を計画的に実施する。 つ以上の資格を取得する。 予定通り実施できた。 A 者試験に３年生が１名，２ か，学習すると自分の興味
② ものづくりコンテスト四国 （活動計画の実施状況） 年生が１名合格できた。 の何が満足するのか等のモ

② ものづくりに係わる競技大会 ・全国大会出場をめざす。 基本情報処理技術者試験に （所見） コンテストへ参加させる チベーションを保てるよう
を目標に積極的に取り組む。 ３年生が１名，２年生が１名 受験意欲と補習 学年を検討した方が，良い うにする。

合格した。 への参加継続が必 結果に繋がる可能性がある。 四国大会を目標ではな
計画通りの指導を行った。 要。 く，全国大会出場を目標に

四国大会では奨励賞を頂いた 校内では優秀だ 取り組む。
が全国へは進めなかった。 が四国ではまだま

だである。

・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース ・環境土木コース
① スキルスタンダードを実施 ①－１ レベル４達成率８０％ （評価指標による達成度） （達成度） 資格試験では，近年では 資格試験合格も大切だ

し，技能目標を明確にすること 以上をめざす。 一部実施できなかったもの A 一番よい結果を出すことが が，コミュニケーション能
で意欲的に測量技術習得を図 もあるがおおむね予定通り実 できた。 力や自主性の向上のための
る。 ②－１ ２級土木施工管理技術 施できた。 （所見） 取組を進めたい。

② 専門知識の理解と意欲向上の 検定・学科試験７０％以上， （活動計画の実施状況） 昨年度よりもよ
ため資格取得をめざす。 測量士補３０％以上の合格を ②－１ ２級土木施工管理技 い結果を残すこと

めざす。 術検定・学科試験７６％， ができた。
③ ものづくりコンテスト測量競 ③－１ 四国・全国大会出場を 測量士補３８％の合格。

技に出場をする。 めざす。 ③－１ 四国大会出場。
④ コンクリート甲子園に出場す ④－１ 入賞をめざす。

る。

・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース ・建築コース
① 有益な資格を取得させ，検定 ① 有益な資格取得をめざし， （評価指標による達成度） （達成度） 実習時に行うことで少人 ① 資格試験と，授業内容

の合格をめざす。 ２つ以上の資格を取得する。 概ね達成した。 A 数学習となり理解できてい のタイミングは完全では
② ものづくりに係わる競技大会 ② ものづくりコンテストで， （活動計画の実施状況） ない生徒に対する指導が容 ない面があるが，生徒が

を目標に積極的に取り組む。 県予選突破し，四国大会に進 主に実習において実施でき （所見） 易であり確実な知識の習得 積極的に挑戦出来るよう
出する。 ている。 おおむね昨年ど につながっている。 にしたい。

おり成果が上がっ ② 製作予算などをもう少
た。 し確保したい。

・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合デザインコース ・総合ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ ・総合デザインコース ・総合デザインコース
① 有益な資格を取得させ，検定 ① レタリング７０％以上，ト （評価指標による達成度） （達成度） 実技検定であるレタリン ① 資格については，今後

合格率向上をめざす。 レース８０％以上，色彩検６ ① レタリング９２％，トレ A グ，トレース検定は実習時 も継続して，各検定の最
０％以上の合格率をめざす。 ース９５％，色彩検定６５ だけでなく，放課後や家庭 上位をめざしていきた

② 資格取得を奨励し，資格補習 ② 補習に積極的に参加させ ％の合格率であった。 （所見） での学習で成果をあげてい い。
を積極的に実施する。 る。 （活動計画の実施状況） 各検定で目標と る。 ② 積極的な資格補習への

③ デザイン分野の各種コンクー ③－１ ものづくりコンテスト ② 色彩検定やグラフィック する合格率を上回 色彩検定，グラフィック 参加を促したい。
ルに出品し，入賞をめざす。 で県大会突破をめざす。 デザイン検定，危険物の補 った。 デザイン検定，危険物の補 ③ 各種コンペに今後も継

③－２ 課題研究の作品を各種 習については早朝に行い， 習については早朝補習を計 続して出品していきた
コンペに出品し，入賞１０以 １００％に近い出席率であ 画的に行うことにより，成 い。
上をめざす。 った。 果をあげてきた。

ものづくりコンテストは
四国大会出場を果たした

③ 四国照明デザインコンテ
スト，デザセン，パテント
コンテストで入賞を果たし
た。

・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース ・海洋科学・海洋総合コース
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① 1 年生で基本的なロープワー ① 基本的な 5種類のロープワ （評価指標による達成度） （達成度） ① 繰り返し練習を行い， ① 繰り返し練習し，素早
クを身につけさせる。 ークを習得している生徒の割 ① 基本的な 5 種類のロープ B 最低限必要なロープワー く確実にロープを結ぶ技

② 四国地区の水産系高校の生徒 合９０%以上をめざす。 ワークを習得している生徒 クは確実に習得させてい 術を身に付けさせていき
研究発表会や意見体験発表会お ② 四国大会で最優秀賞をと の割合７９%であった。 （所見） きたい。 たい。
よび SSH 生徒発表会に参加す り，全国大会出場をめざす。 ② 水産・海洋系高校産業教 ① 十分目標が達
る。 育意見体験発表会四国地区 成できなかっ ② 全国大会に出場するこ ② 他校の発表を参考にし

大会最優秀賞，全国大会奨 た。 とはできたが，全国大会 ながら，良い点を指導に
励賞，水産・海洋系高校生 ② 全国大会にも で入賞できるように生徒 取り入れていきたい。
徒研究発表会四国地区大会 出場し，目標を のプレゼンテーション能
最優秀賞，全国大会奨励賞。 達成することが 力を高めていきたい。

できた。
（活動計画の実施状況）
① 基本的な 5 種類のロープ

ワークを習得している生徒
の割合７９%であった。

② 意見体験発表会および生
徒研究発表会において，四
国大会最優秀賞を受賞し全
国大会に出場することがで
きた。

学 校 自 己 評 価

年 度 目 標 年 度 評 価（ ３ 月 １ 日 現在 ）

番号 重点課題 重点目標 活動計画 活動の評価指標（目標値） 評価指標の達成状況 総合評価 効果と検証 次年度への課題と改善策

27 家庭・地域等と ① シャトル便の積極的 ① 生徒・保護者・教員相互の ① 保護者・教員参加のもと学 （評価指標による達成度） （達成度） ① ＰＴＡによる積極的な ① 役員会はできるだけ保
の連携・貢献 な活用を図り，家庭と 関わりについて研修を深める。 校行事関係のＰＴＡ役員会を ① ＰＴＡ役員会を４回実施。 B 役員会の運営が行われた。 護者の負担とならないよ

の連携を密にするとと ２回以上実施する。 ② 役員の参加率は７０％。 ② 体育祭・文化祭への積 うに内容を厳選して開催
① 保護者への もに，生徒の社会規範 ② 体育祭や文化祭のＰＴＡ活動 ② 体育祭・文化祭実行委員会 ③ 学校ホームページへの掲 （所見） 極的な参加が見られた。 する。

連絡・学校の 確立をめざす。また， における内容の検討と充実を図 を開催し，役員の参加５０％ 載はあまりできなかった。 昨年同様活発な 定時制のＰＴＡとも交流 ② 引き続き役員会への参
情報提供を， ＰＴＡ活動への積極的 るために保護者との連携を密に 以上を目標にする。 ④ 意見交換会はできなかっ ＰＴＡ活動となっ がみられた。 加を呼び掛ける。
文書とホーム な参画を進め，保護者 する。 た。 た。行事活動の後 ③ 連絡文書が中心となり，③ ホームページだけでな
ページへのア と教員がより頻繁に意 ③ 学校と家庭との連携を密に ③ 文化祭・体育祭の保護者向 （活動計画の実施状況） は反省会をするな ホームページへの掲載が くメールやＳＮＳをもっ
ップの両方で 見を交換する機会の充 し，ホームページでの行事参加 け案内をホームページにアッ ＰＴＡの新たな取組として，ど，次年度への改 できなかった。 と活用する。
行う。 実に努める。 の呼びかけをする。 プする。毎月初めに保護者向 「制服のリユース」とオリジ 善に取り組むなど ④ 意見交換会は開催でき ④ 体育祭・文化祭以外で

④ ＰＴＡ役員と生徒代表の意見 けの各種案内を確認できるよ ナルタオルのデザインを生徒 より良いＰＴＡ活 なかったが，生徒会担当 も生徒会と連携を図る。
（企画部・総務課） 交換会を設け，保護者と生徒の うに，月末までにホームペー からの公募によるものとした。動をめざしてい 教諭と打ち合わせができ
（企画部・企画広報課） 意思疎通を図る。 ジの更新を行う。 生徒会との関係は，文化祭に る。 た。

④ ６月に学校祭等について意 おいて合同でスタンプラリー
見交換会を実施する。 を実施するなど昨年同様の活

動ができた。

28 ② 各事業の担 ② 積極的な情報発信・ ① 地域・大学・企業等と連携し ① 連携地域･団体を新規開拓 （評価指標による達成度） （達成度） ① 地域や校外の団体との 持続的に地域・大学・企
当がそれぞれ 広報活動を行い，地域 た事業を積極的に実施する。 する。 ① SSH 事業を中心に活発に A 連携により，生徒の活動 業等と連携しながら，広報
に報道資料を と密接に連携，貢献で ② 本校の活動を積極的に広報す ② 新聞やテレビなどのメディ 行われた。地域との連携に がより充実し，深みを増 活動ができるように努め
提供するよう， きる学校づくりに努め る。 アを通じて積極的に行う。 ついては，ユネスコスクー （所見） し，学習効果が高められ る。
システムを確 る。 ル事業によるボランティア ユネスコスクー た。
立する。 （企画部・総務課） 活動も徳島ユネスコ協会と ルについてはさら ② マスコミの取材を受け

（企画部・企画広報課） 連携をとりながら行うこと に組織作りを進め ることによって，より広
ができた。 る必要があるが， 範囲で効果的な広報活動

② 新聞・テレビの掲載，放 SSH事業の取組， を行うことができた。
映が適切に行われた。 マスコミ等での広

（活動計画の実施状況） 報活動は積極的に
① ユネスコスクールについ 行うことができ

ては，生徒会中心に学校周 た。
辺，および地域の清掃活動
や徳島ユネスコ協会主催の
ボランティアスタッフなど
活発に行われた。

② 新聞社の取材は１２回，
テレビ局の取材は８回行わ
れ，広報活動が効果的に行
われた。

29 ③ 中学校関係者 ③ 中学生体験入学やオー ① 各類やコースの特色を生か ① 体験入学参加者へのアン （評価指標による達成度） （達成度） ① 参加中学生の９９％が 広報活動については，時
への学校紹介 プンスクール，ホームペ し，中学生に興味・関心を持っ ケート調査で，満足度の４段 ① 中学生体験入学参加中学 A 体験入学前と比べて，徳 期的な問題やコンパクト化
イベントの年 ージや中学校訪問等を通 てもらえるような実習内容を検 階評価が３．６以上とする。 生７２６名(昨年度６７９名） 島科学技術高校について 等，より中学生が参加しや
間スケジュー して，本校の教育内容・ 討し，より多くの目的意識を持 満足度の４段階評価は３.８ （所見） 理解できたと答え，９５ すい状況を考慮して，計画
ルを積極的に 教育活動についての広報 った中学生に受検してもらう。 ② オープンスクール参加者 中学生体験入学 ％が体験内容がよかった していかなければならな
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広報する。 活動を積極的に実施す （教務部・教務課） ５４名（昨年度６６名） は，内容を精選し と答えている。徳島科学 い。
る。 （企画部・企画広報課） 満足度の４段階評価は３.８ コンパクト化する 技術高校の広報という点
（教務部・教務課） ② 魅力あるオープンスクールを ② オープンスクール参加者へ ③ ４月から２月までの更新 ことによって昨年 では当初の目的を達成で
（企画部・総務課） 実施し，地域に信頼され，多く のアンケート調査で，満足度 回数 SSH関係 １０回 以上の成果を上げ きた。
（企画部・企画広報課） の方が参加できるようにする。 の評価が４段階で３．６以上 トピックス ７回 ることができた。 ② 本年度の参加人数は昨

（企画部・企画広報課） とする。 類・コース ９回 オープンスクー 年度より減少したが，参
③ 広報内容を吟味し，速やか ③ 学校ホームページの更新回 部 活 動 ３４回 ルは開催時期等に 加者の満足度は高い。
な情報発信を行う。 数を月３回以上とする。 その他 ３１回 ついて再考する必 ③ 積極的な更新により，
（企画部・企画広報課） また,緊急連絡についてホ 合計 ９１回 要がある。 本校の取組の理解が広が

ームページを活用しすみやか ④ ６月から１１月までの中 っている。
に全関係者に周知できるよう 学校進学説明会 ２９校を ④ 本校の取組が直接中学
にする。 訪問 生に理解され大変有効で

④ 中学校を訪問し，本校の教育 ④ 近隣中学校への学校訪問を （活動計画の実施状況） あった。
内容・教育活動について説明 年１回以上実施する。 ① 中学生体験入学は，昨年
し，中学校教職員に本校につい まで２日間行っていたが，
て理解してもらう。 今年度より１日間に短縮し
（企画部・企画広報課） た。


